
が
、
し
だ
い
に
三
書
が
分
断
さ
れ
絵
図
が
省
か
れ
る
な
ど
変
遷
。
五
山
版

は
鎌
倉
期
の
霊
山
寺
刊
本
が
端
本
の
た
め
、
そ
の
覆
刻
で
唯
一
の
完
本
で

あ
る
天
理
図
書
館
本
を
収
録
。
原
初
形
態
を
遺
存
す
る
貴
重
文
献
で
あ
る
。

南
宋
末
に
臨
済
宗
大
慧
派
の
人
に
よ
っ
て
成
る
『
五
燈
会
元
』
二
〇
巻

は
、
前
記
五
燈
を
改
編
総
合
し
た
重
要
文
献
。
宗
元
版
に
は
み
な
小
異
が

あ
り
、
五
山
版
は
最
古
版
に
は
欠
陥
が
あ
る
た
め
、
本
巻
に
は
そ
の
覆
刻

完
本
の
大
東
急
記
念
文
庫
本
を
採
録
す
る
。
重
要
書
な
が
ら
文
献
研
究
は

進
ん
で
い
な
い
の
で
、
こ
の
影
印
は
貴
重
。

第
３
巻
［
燈
史
３
ほ
か
］

僧
宝
正
続
伝
・
五
家
正
宗
賛
・
仏
祖
宗
派
図
・
祖
庭
事
苑
・

大
蔵
経
綱
目
指
要
録

本
巻
に
は
燈
史
二
種
の
ほ
か
。
安
易
な
分
類
を
許
さ
ぬ
多
彩
な
禅
籍
三

種
を
収
録
。

宋
版
の
伝
本
を
絶
ち
、
そ
の
面
影
が
五
山
版
に
よ
っ
て
の
み
判
明
す
る

文
献
こ
そ
五
山
版
の
大
き
な
特
長
。
そ
ん
な
典
型
の
一
つ
が
石
室
祖
秀
編

『
僧
宝
正
続
伝
』
七
巻
（
書
陵
部
蔵
）
や
希
叟
紹
曇
撰
『
五
家
正
宗
賛
』
一

巻
（
両
足
院
蔵
）。
特
に
後
者
は
わ
が
禅
林
の
愛
読
書
で
あ
り
、
現
存
最
古

の
不
分
巻
テ
キ
ス
ト
が
初
公
開
さ
れ
る
。

禅
門
最
古
の
事
典
と
さ
れ
る
『
祖
庭
事
苑
』
八
巻
も
、
す
で
に
五
山
版

が
最
古
。
国
会
図
書
館
の
完
本
を
影
印
収
録
。

同
じ
五
山
版
で
も
現
存
唯
一
本
の
稀
書
が
汝
達
編
『
仏
祖
宗
派
図
』
一

帖
と
『
大
蔵
経
綱
目
指
要
録
』
八
巻
。
前
者
は
「
禅
学
典
籍
叢
刊
」
収
録

の
宋
版
と
、
後
者
は
宋
版
三
種
と
の
、
各
文
献
研
究
に
と
っ
て
必
須
の
テ

キ
ス
ト
と
な
る
。
と
も
に
大
東
急
文
庫
の
所
蔵
。

各
巻
収
録
書
目
解
説

第
１
巻
［
燈
史
１
］

景
徳
伝
燈
録
・
聯
燈
会
要
・
嘉
泰
普
燈
録

達
磨
禅
の
伝
燈
嗣
承
を
、
各
祖
師
の
機
縁
や
語
句
を
中
心
と
し
て
師
資

相
承
の
系
譜
順
に
集
成
し
た
文
献
が
燈
史
（
禅
宗
史
書
）。
本
巻
に
は
宋
代

の
大
部
三
種
を
収
録
。

宋
初
に
入
蔵
し
た
『
景
徳
伝
燈
録
』
三
〇
巻
は
著
名
な
重
要
文
献
。
近

年
古
版
の
影
印
が
な
さ
れ
る
が
、
み
な
小
異
が
あ
り
、
五
山
版
は
本
巻
が

最
初
。
し
か
も
最
古
の
完
本
で
あ
る
国
会
図
書
館
本
を
収
め
る
。

こ
の
『
景
徳
伝
燈
録
』
を
最
初
と
す
る
宋
代
五
燈
録
の
第
四
が
『
聯
燈

会
要
』
三
〇
巻
。
宋
版
の
伝
本
は
な
く
、
五
山
版
も
完
本
は
こ
こ
に
収
録

す
る
両
足
院
蔵
本
の
み
。
斯
界
待
望
の
貴
重
文
献
の
公
開
で
あ
り
、
従
来

不
毛
の
本
書
文
献
研
究
に
大
き
く
寄
与
す
る
テ
キ
ス
ト
。

同
じ
く
第
五
の
『
嘉
泰
普
燈
録
』
三
〇
巻
は
、
五
山
版
の
伝
本
は
や
や

多
い
が
、
や
は
り
影
印
は
最
初
。
こ
れ
も
両
足
院
本
を
採
録
。

第
２
巻
［
燈
史
２
］

伝
法
正
宗
記
・
五
燈
会
元

本
巻
に
は
著
名
な
燈
史
二
種
を
収
録
。

雲
門
宗
第
五
世
の
仏
日
契
嵩
が
教
家
の
批
難
に
対
抗
し
て
『
伝
法
正
宗

記
』『
伝
法
正
宗
論
』『
伝
法
正
宗
定
祖
図
』
の
三
書
一
二
巻
を
著
わ
し
、

上
進
し
て
北
宋
の
開
宝
蔵
に
続
入
蔵
。
以
後
歴
代
の
蔵
経
に
収
め
ら
れ
る



著
述
が
多
い
。

現
存
最
古
の
清
規
と
し
て
著
名
な
『
禅
苑
清
規
』
と
、
こ
れ
に
続
く

『
無
量
寿
禅
師
日
用
清
規
』
の
各
五
山
版
は
、
と
も
に
現
存
唯
一
本
の
貴

重
な
大
東
急
本
を
収
め
る
。
特
に
後
者
は
入
蔵
本
と
は
異
な
る
覆
元
版
で
、

文
字
ど
お
り
世
界
唯
一
本
の
初
公
開
。

宋
元
版
の
な
い
『
叢
林
校
訂
清
規
惣
要
』（
両
足
院
）
と
『
幻
住
庵
清

規
』（
大
東
急
）
は
、
各
五
山
版
中
の
最
古
本
を
、『
勅
修
百
丈
清
規
』（
駒

大
）
は
五
山
版
中
の
初
刻
本
を
そ
れ
ぞ
れ
採
録
。

大
慧
の
『
宗
門
武
庫
』（
国
会
）、『
人
天
眼
目
』（
天
理
）、『
人
天
宝

鑑
』（
国
会
）、『
枯
崖
和
尚
漫
録
』（
京
大
）
は
、
各
五
山
版
中
の
初
刻
本
を

収
め
る
。
ま
た
、
未
入
蔵
の
『
緇
林
宝
訓
』（
天
理
）
や
、『
林
間
録
』（
大

東
急
）、『
感
山
雲
臥
紀
談
』（
岩
瀬
文
庫
）
も
同
じ
。『
叢
林
公
論
』（
慶
大
）

は
天
下
一
本
の
鎌
倉
期
刊
本
を
収
録
。
そ
の
他
、『
禅
門
宝
訓
集
』（
国

会
）
も
収
め
る
。

第
６
巻
［
語
録
１
］

初
祖
三
論
・
少
室
六
門
・
伝
心
法
要
・
禅
源
諸
詮
集
都
序
・

鎭
州
臨
濟
慧
照
禪
師
語
録（
臨
済
録
）・
雲
門
禅
師
広
録
・
開

福
寧
禅
師
語
録（
潭
州
開
福
禪
寺
第
十
九
代
寧
和
尚
語
録
）・

圜
悟
禅
師
心
要（
仏
果
圜
悟
真
覚
禅
師
心
要
）・
虎
丘
隆
和
尚

語
録
・
応
庵
和
尚
語
録
・
密
庵
和
尚
語
録（
密
庵
語
録
）・
松

源
和
尚
語
録
・
破
庵
和
尚
語
録
・
運
庵
和
尚
語
録
・
曹
源
和

尚
語
録

以
下
、
菩
提
達
磨
か
ら
唐
・
宋
代
の
語
録
を
四
巻
に
分
け
て
収
録
す
る
。

第
４
巻
［
綱
要
］　

宗
鏡
録

中
国
が
生
ん
だ
多
く
の
仏
教
文
献
の
中
で
、
も
っ
と
も
浩
瀚
な
が
ら

も
っ
と
も
読
ま
れ
て
い
る
の
が
『
宗
鏡
録
』
一
百
巻
で
あ
り
、
本
巻
は
こ

の
一
書
の
み
を
収
録
。

本
書
は
、
教
禅
一
致
の
立
場
か
ら
諸
宗
の
教
義
を
体
系
化
し
た
仏
教
総

論
で
あ
る
た
め
、
宋
代
以
降
の
す
べ
て
の
大
蔵
経
に
入
蔵
し
、
宗
派
を
超

え
て
今
日
ま
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
だ
が
、
撰
者
の
永
明
延

寿
は
れ
っ
き
と
し
た
法
眼
宗
第
三
世
の
禅
者
。
た
し
か
に
、
本
書
は
標

宗
・
問
答
・
引
証
の
三
章
か
ら
成
る
が
、
さ
い
ご
の
引
証
章
は
一
心
を
中

心
テ
ー
マ
と
し
、
禅
門
語
句
の
引
用
で
彩
ら
れ
る
。

伝
本
稀
少
の
五
山
版
の
う
ち
、
本
巻
に
収
め
る
の
は
大
東
急
記
念
文
庫

所
蔵
の
初
印
善
本
。
浩
瀚
で
版
本
が
多
い
こ
と
か
ら
テ
キ
ス
ト
研
究
が
未

解
明
な
本
書
に
と
っ
て
、
こ
の
影
印
は
大
き
な
貢
献
と
な
る
。

第
５
巻
［
清
規
、
綱
要
］

禅
苑
清
規
・
無
量
寿
禅
師
日
用
清
規
・
叢
林
校
定
清
規
惣

要
・
幻
住
庵
清
規
・
勅
修
百
丈
清
規
・
禅
門
宝
訓
集
・
大
慧

普
覺
禪
師
宗
門
武
庫
・
人
天
眼
目
・
人
天
宝
鑑
・
緇
林
宝

訓
・
林
間
録
、
付
後
録
・
感
山
雲
臥
紀
談
・
叢
林
公
論
・
枯

崖
和
尚
漫
録

本
巻
に
は
、
禅
門
修
行
の
規
範
を
定
め
た
古
清
規
類
五
種
と
、
各
種
綱

要
書
九
種
の
、
各
五
山
版
中
の
最
善
本
を
収
録
。
全
体
的
に
は
大
慧
派
の



師
語
録
』（
内
閣
）
の
両
書
は
、
と
も
に
宋
元
版
が
な
く
、
五
山
版
も
現
存

一
本
と
い
う
最
貴
重
文
献
。

ま
た
、『
断
橋
和
尚
語
録
』（
京
大
）『
偃
渓
和
尚
語
録
』（
天
理
）『
物
初

和
尚
語
録
』（
同
）
の
三
種
は
、
所
蔵
こ
そ
複
数
本
が
知
ら
れ
る
が
、
や
は

り
宋
元
版
の
伝
本
が
皆
無
で
あ
る
か
ら
、
現
存
最
古
版
を
収
録
。

そ
の
他
、『
北
礀
語
録
』（
両
足
院
）
と
『
石
渓
録
』（
同
）
の
最
善
本
を

は
じ
め
、『
仏
鑑
禅
師
語
録
』（
国
会
）『
大
川
和
尚
語
録
』（
京
大
）『
兀
庵

和
尚
語
録
』（
東
大
）『
無
門
和
尚
語
録
』（
書
陵
部
）
と
、
各
機
関
の
貴
重

文
献
が
集
ま
る
。
と
り
わ
け
、
無
準
師
範
の
『
仏
鑑
禅
師
語
録
』
六
巻
本

は
、
現
存
宋
版
二
本
を
は
じ
め
各
版
と
の
文
献
史
研
究
の
上
で
必
須
の
重

要
資
料
。

第
８
巻
［
語
録
３
］

虚
堂
和
尚
語
録
・
希
叟
和
尚
語
録
・
蘭
渓
和
尚
語
録
・
横
川

和
尚
語
録
・
高
峰
和
尚
語
録
・
月
江
和
尚
語
録
・
清
拙
和
尚

語
録
・
笑
隠
和
尚
語
録
・
了
庵
和
尚
語
録

本
巻
に
は
、
宋
元
代
の
比
較
的
著
名
な
禅
者
の
語
録
九
種
を
収
録
。

底
本
の
宋
元
版
が
伝
を
絶
ち
現
存
す
る
五
山
版
が
世
界
最
古
版
と
な
っ

て
い
て
、
こ
こ
に
収
録
す
る
貴
重
文
献
に
は
『
希
叟
和
尚
語
録
』（
大
東

急
）『
蘭
渓
和
尚
語
録
』（
建
長
寺
）『
月
江
和
尚
語
録
』（
書
陵
部
）『
清
拙

和
尚
語
録
』（
大
東
急
）『
了
庵
和
尚
語
録
』（
国
会
）
の
五
種
が
あ
る
。

同
じ
く
底
本
の
伝
本
が
な
い
『
笑
隠
和
尚
語
録
』（
両
足
院
）
は
最
善
本

を
採
録
。
ま
た
、
宋
元
版
が
現
存
し
、
そ
れ
に
次
ぐ
古
版
の
五
山
版
と
し

て
、『
虚
堂
和
尚
語
録
』（
駒
大
）『
横
川
和
尚
語
録
』（
天
理
）『
高
峰
和
尚

本
巻
は
多
彩
な
一
六
種
。

達
磨
に
帰
せ
ら
れ
る
『
初
祖
三
論
』（
駒
大
）
と
『
少
室
六
門
』（
六
地
蔵

寺
）
は
五
山
版
影
印
が
最
初
。
特
に
後
者
は
現
存
一
本
の
初
公
開
で
あ
る
。

黄
檗
の
『
伝
心
法
要
』（
金
沢
文
庫
）
は
鎌
倉
期
の
古
刊
本
、
宗
密
の

『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
は
現
存
唯
一
の
大
英
博
物
館
蔵
の
五
山
版
を
、
そ

れ
ぞ
れ
収
録
。『
雲
門
広
録
』（
両
足
院
）
も
鎌
倉
期
の
最
古
刊
本
、
数
あ

る
『
臨
済
録
』
は
内
閣
文
庫
本
を
採
録
。

宋
代
語
録
で
は
、
宋
元
版
の
伝
本
が
な
く
五
山
版
が
最
古
版
の
も
の
に
、

『
開
福
寧
禅
師
語
録
』（
書
陵
部
）『
圜
悟
禅
師
心
要
』（
大
東
急
）『
応
庵
和

尚
語
録
』（
国
会
）『
運
庵
和
尚
語
録
』（
同
）『
松
源
和
尚
語
録
』（
天
理
）

『
曹
源
和
尚
語
録
』（
両
足
院
）、
の
諸
本
を
収
め
る
。

そ
の
他
、
同
種
の
五
山
版
中
の
最
古
刊
ま
た
は
最
善
本
の
『
雪
峯
空
和

尚
語
録
』（
両
足
院
）『
虎
丘
隆
和
尚
語
録
』（
天
理
）『
密
庵
和
尚
語
録
』

（
国
会
）『
破
庵
和
尚
語
録
』（
同
）
を
も
採
録
。

第
７
巻
［
語
録
２
］

北
礀
語
録
・
仏
鑑
禅
師
語
録（
無
準
和
尚
語
録
）・
癡
絶
和
尚

語
録
・
大
川
和
尚
語
録
・
介
石
禅
師
語
録
・
仏
海
禅
師
語
録

（
石
渓
録
）・
兀
庵
和
尚
語
録
・
無
門
和
尚
語
録（
無
門
語

録
）・
断
橋
和
尚
語
録
・
偃
渓（
仏
智
禅
師
）和
尚
語
録
・
物
初

和
尚
語
録

本
巻
に
は
、
引
続
き
宋
代
の
語
録
一
一
種
を
収
録
す
る
。
う
ち
五
種
は

大
慧
派
の
も
の
が
占
め
る
。

希
少
価
値
の
上
か
ら
は
、『
癡
絶
和
尚
語
録
』（
東
北
大
）
と
『
介
石
禅



本
巻
に
は
、
五
山
禅
林
で
文
範
と
し
て
重
用
さ
れ
た
、
宋
元
代
の
詩
文

六
種
と
尺
牘
（
書
簡
）
三
種
を
収
録
。
過
半
数
が
大
慧
派
の
述
作
で
あ
る
。

詩
文
で
は
、
五
山
で
何
度
も
刊
行
さ
れ
な
が
ら
宋
版
が
伝
存
し
な
い

『
雪
峯
空
和
尚
外
集
』（
駒
大
）
は
、
五
山
版
中
の
初
刊
テ
キ
ス
ト
を
収
め

る
。
大
部
の
『
鐔
津
文
集
』
二
〇
巻
（
国
会
）
も
、
同
じ
く
最
善
本
を
採

録
。『

北
礀
文
集
』（
内
閣
）
は
現
存
宋
版
の
欠
巻
を
補
う
貴
重
文
献
。
内
容

は
詩
集
で
あ
る
が
、
同
じ
著
者
に
よ
る
『
北
礀
外
集
』
と
『
北
礀
詩
集
』

（
と
も
に
内
閣
）
も
こ
こ
に
収
め
る
。『
蒲
室
集
』（
国
会
）
は
全
二
〇
巻
の

五
山
版
刊
本
が
な
い
の
で
、
や
む
な
く
「
疏
」
の
み
の
一
冊
を
収
録
。

尺
牘
で
は
、
宋
元
版
が
な
く
五
山
版
も
唯
一
本
と
い
う
『
黄
龍
山
南
禅

師
書
尺
』（
大
谷
大
）
の
貴
重
文
献
の
ほ
か
に
、
こ
れ
も
流
行
し
た
『
大
慧

禅
師
書
』（
京
大
）
と
『
霊
源
和
尚
筆
語
』（
静
嘉
堂
）
で
構
成
す
る
。
わ
が

禅
界
で
宋
の
「
三
大
師
尺
牘
」
と
称
さ
れ
る
も
の
の
豪
華
な
五
山
版
揃
い

踏
み
。

第
11
巻
［
偈
頌
・
詩
］　

禅
門
諸
祖
師
偈
頌
・
寒
山
詩
集
・
祖
英
集(

慶
元
府
雪
竇
明

覚
大
師
祖
英
集)

・
蔵
叟
摘
藁
・
雲
岑
和
尚
続
集
・
碧
山
堂

集
・
白
雲
集
・
金
玉
編
・
澹
居
稾
・
澹
游
集
・
雪
廬
稾(

雪

廬
槁)

・
全
室
外
集
・
独
菴
外
集
続
藁
・
天
厨
禁
臠

本
巻
に
は
、
五
山
禅
林
を
中
心
に
重
用
さ
れ
た
偈
頌
・
詩
作
の
一
四
種

を
一
挙
に
収
録
。
全
体
的
に
や
は
り
大
慧
派
の
著
作
が
多
く
、
ま
た
未
入

蔵
書
や
世
界
に
こ
れ
一
本
と
い
う
稀
書
が
豊
富
に
含
ま
れ
、
ま
さ
に
わ
が

語
録
』（
大
東
急
）
の
各
文
献
を
収
め
る
。
そ
れ
ぞ
れ
版
の
多
い
語
録
で
あ

る
だ
け
に
、
テ
キ
ス
ト
研
究
の
上
か
ら
は
貴
重
な
公
開
と
な
る
こ
と
必
定
。

第
９
巻
［
語
録
４
］

平
石
和
尚
語
録
・
愚
庵（
智
及
）和
尚
語
録
・
天
目
中
峯
和
尚

広
録
・
天
目
中
峯
語
・
因
師
集
賢
語
録

語
録
の
掉
尾
は
、
同
じ
く
宋
元
代
の
著
述
五
種
。

底
本
の
伝
本
が
な
く
、
現
存
す
る
最
古
版
と
な
っ
て
い
る
五
山
版
の
文

献
で
は
、『
平
石
和
尚
語
録
』（
天
理
）
と
『
愚
庵
和
尚
語
録
』（
両
足
院
）

の
二
種
を
収
録
。

大
部
の
『
天
目
中
峯
和
尚
広
録
』
三
〇
巻
（
静
嘉
堂
）
は
元
版
は
じ
め

多
く
の
異
版
が
あ
る
の
で
、
文
献
研
究
の
上
か
ら
も
こ
の
五
山
版
影
印
は

貴
重
。『
天
目
中
峯
語
』
一
巻
（
国
会
）
は
、「
法
語
」
を
合
冊
し
た
珍
し

い
別
版
で
あ
る
。

な
お
、
徳
因
撰
『
因
師
集
賢
語
録
』
一
五
巻
（
両
足
院
）
は
宋
代
の
撰

述
で
あ
る
が
、
通
常
の
語
録
と
は
色
彩
を
異
に
し
て
偈
頌
や
詩
文
が
多
い

た
め
、
あ
え
て
語
録
の
末
尾
に
置
く
。
文
献
的
に
は
貴
重
な
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
。

第
10
巻
［
詩
文
・
尺
牘
］

鐔
津
文
集
・
雪
峯
空
和
尚
外
集
・
北
礀
文
集
・
北
礀
外
集
・

北
礀
詩
集
・
蒲
室
集
・
黄
龍
山
南
禅
師
書
尺
・
大
慧
禅
師

書
・
霊
源
和
尚
筆
語



で
あ
る
。

天
下
第
一
の
禅
書
『
碧
巌
録
』（
書
陵
部
）
は
、
宋
版
や
道
元
の
一
夜
本

と
並
ん
で
貴
重
な
、
同
種
五
山
版
中
の
最
古
版
を
採
録
。
同
じ
く
『
大
光

明
蔵
』（
駒
大
）
と
『
拈
八
方
珠
玉
集
』（
書
陵
部
）
も
、
同
種
中
の
最
善
本

を
収
め
て
掉
尾
を
飾
る
。

＊
収
録
書
目
お
よ
び
底
本
は
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。	

五
山
版
の
文
献
的
価
値
を
天
下
に
知
ら
し
め
る
圧
巻
瞠
目
の
一
冊
。

未
入
蔵
で
大
陸
版
も
な
く
、
文
字
通
り
世
界
最
古
の
刊
本
は
多
く
、

『
蔵
叟
摘
藁
』（
東
北
大
）『
雪
岑
和
尚
続
集
』（
両
足
院
）『
碧
山
堂
集
』（
大

谷
大
）『
白
雲
集
』（
天
理
）『
金
玉
編
』（
両
足
院
）『
澹
居
稾
』（
大
谷
大
）

『
澹
游
集
』（
内
閣
）『
雪
廬
稾
』（
同
）『
独
庵
外
集
続
藁
』（
両
足
院
）『
天

厨
禁
臠
』（
同
）『
全
室
外
集
』（
天
理
）、
の
一
一
種
に
の
ぼ
る
。
う
ち
、

『
澹
游
集
』『
独
菴
外
集
続
藁
』『
天
厨
禁
臠
』
の
三
種
は
、
現
存
唯
一
本

の
五
山
版
。

一
方
、『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』（
早
大
）
は
江
戸
版
こ
そ
あ
る
が
、
や
は

り
現
存
唯
一
の
五
山
版
。『
祖
英
集
』（
内
閣
）
と
『
寒
山
詩
集
』（
大
谷

大
）
は
、
と
も
に
五
山
版
最
古
の
鎌
倉
期
刊
本
を
収
録
す
る
。

第
12
巻
［
注
解
・
公
案
］　

金
剛
経
口
訣
・
禅
宗
永
嘉
集（
注
）・
碧
巌
録（
佛
果
圜
悟
禪
師

碧
巖
錄
）・
無
門
関
・
正
法
眼
蔵
・
大
光
明
蔵
・
拈
八
方
珠

玉
集

本
巻
に
は
、
注
解
二
種
と
公
案
集
五
種
を
収
録
。

五
山
版
の
経
疏
や
注
書
は
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ
で
は
六
祖
慧
能
の

『
金
剛
経
口
訣
』（
京
大
）
と
宋
代
行
靖
の
『
禅
宗
永
嘉
集
（
注
）』（
大
東

急
）
の
み
を
採
録
。
と
も
に
宋
元
版
の
伝
わ
ら
ぬ
最
古
版
で
あ
り
、
特
に

前
者
は
現
存
唯
一
の
五
山
版
稀
書
。

天
下
唯
一
本
の
古
版
と
い
え
ば
、『
無
門
関
』（
大
中
院
）
と
大
慧
の
三

巻
本
『
正
法
眼
蔵
』（
両
足
院
）
も
同
じ
貴
重
文
献
。
う
ち
、
前
者
は
日
本

で
大
流
行
の
禅
書
だ
け
に
、
そ
の
最
古
版
の
初
公
開
は
斯
界
待
望
の
一
書

【
編
集
の
基
本
方
針
と
特
色
】

◆
本
叢
刊
は
、
五
山
版
の
中
国
禅
籍
の
稀
覯
本
を
国
内
外
か
ら
集

成
し
、
影
印
出
版
す
る
も
の
で
あ
る
。

◆
影
印
は
原
則
と
し
て
、
原
本
の
現
状
に
従
っ
て
全
て
の
頁
を
収

録
す
る
。

◆
巻
末
に
は
各
書
目
の
解
題
を
収
め
る
。

【
印
刷･

造
本
】

■
Ｂ
５
版
／
ク
ロ
ス
装
／
函
入
／
各
巻
平
均5

0
0

頁

■
本
文
＝
影
印
・
解
題

■
本
文
用
紙
は
、
写
真
の
再
現
性
に
す
ぐ
れ
た
中
性
紙
を
使
用

し
、
堅
牢
な
造
本
と
し
た
。



林
間
録
、
付
後
録	

3
巻

感
山
雲
臥
紀
談	

2
巻

叢
林
公
論	

1
巻

枯
崖
和
尚
漫
録	

3
巻

第
６
巻	

語
録
１	

第
10
回
配
本

初
祖
三
論	

1
巻

少
室
六
門	

1
巻

伝
心
法
要	

1
巻

禅
源
諸
詮
集
都
序	

1
巻

鎭
州
臨
濟
慧
照
禪
師
語
録（
臨
済
録
）	

1
巻

雲
門
禅
師
広
録	

3
巻

開
福
寧
禅
師
語
録(

潭
州
開
福
禪
寺
第
十
九
代
寧
和
尚
語
録
）	

1
巻

圜
悟
禅
師
心
要（
仏
果
圜
悟
真
覚
禅
師
心
要
）	

2
巻

虎
丘
隆
和
尚
語
録	

1
巻

応
庵
和
尚
語
録	

2
巻

密
庵
和
尚
語
録（
密
庵
語
録
）	

2
巻

松
源
和
尚
語
録	

2
巻

破
庵
和
尚
語
録	

9
巻

運
庵
和
尚
語
録	

1
巻

曹
源
和
尚
語
録	

1
巻

第
７
巻	

語
録
２	

第
２
回
配
本

北
礀
語
録	

1
巻

仏
鑑
禅
師
語
録(

無
準
和
尚
語
録
）	

6
巻

癡
絶
和
尚
語
録	

2
巻

大
川
和
尚
語
録	

2
巻

介
石
禅
師
語
録	

1
巻

仏
海
禅
師
語
録（
石
渓
録
）	

1
巻

兀
庵
和
尚
語
録	

2
巻

各
巻
収
録
書
目
一
覧

第
１
巻	

燈
史
１	

第
１
回
配
本

景
徳
伝
燈
録	

30
巻

聯
燈
会
要	

30
巻

嘉
泰
普
燈
録	

30
巻

第
２
巻	

燈
史
２	

第
６
回
配
本

伝
法
正
宗
記	

12
巻

五
燈
会
元	

20
巻

第
３
巻	

燈
史
３
他	

第
７
回
配
本

僧
宝
正
続
伝	

7
巻

五
家
正
宗
賛	

4
巻

仏
祖
宗
派
図	

1
巻

祖
庭
事
苑	

8
巻

大
蔵
経
綱
目
指
要
録	

8
巻

第
４
巻	

綱
要	
第
８
回
配
本

宗
鏡
録	
100
巻

第
５
巻	

清
規
・
綱
要	
第
９
回
配
本

禅
苑
清
規	

10
巻

無
量
寿
禅
師
日
用
清
規	

1
巻

叢
林
校
定
清
規
惣
要	

2
巻

幻
住
庵
清
規	

1
巻

勅
修
百
丈
清
規	

2
巻

禅
門
宝
訓
集	

2
巻

大
慧
普
覺
禪
師
宗
門
武
庫	

1
巻

人
天
眼
目	

3
巻

人
天
宝
鑑	

1
巻

緇
林
宝
訓	

1
巻



黄
龍
山
南
禅
師
書
尺	

1
巻

大
慧
禅
師
書	

2
巻

霊
源
和
尚
筆
語	

1
巻

第
11
巻	

偈
頌
・
詩	

第
５
回
配
本

禅
門
諸
祖
師
偈
頌	

2
巻

寒
山
詩
集	

1
巻

祖
英
集(

慶
元
府
雪
竇
明
覚
大
師
祖
英
集)	 	

2
巻

蔵
叟
摘
藁	

2
巻

雲
岑
和
尚
続
集	

2
巻

碧
山
堂
集	

5
巻

白
雲
集	

4
巻

金
玉
編	

3
巻

澹
居
稾	

1
巻

澹
游
集	

3
巻

雪
廬
稾(

雪
廬
槁)	 	

1
巻

全
室
外
集	

9
巻

独
菴
外
集
続
藁	

5
巻

天
厨
禁
臠	

3
巻

第
12
巻	

注
解
・
公
案	

第
12
回
配
本

金
剛
経
口
訣	

1
巻

禅
宗
永
嘉
集（
注
）	

1
巻

碧
巌
録(

佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖
錄)		

10
巻

無
門
関	

1
巻

正
法
眼
蔵	

3
巻

大
光
明
蔵	

3
巻

拈
八
方
珠
玉
集	

3
巻

◆
各
巻
の
収
録
書
目･

配
本
順
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

無
門
和
尚
語
録(

無
門
語
録
）	

1
巻

断
橋
和
尚
語
録	

1
巻

偃
渓（
仏
智
禅
師
）和
尚
語
録	

2
巻

物
初
和
尚
語
録	

1
巻

第
８
巻	
語
録
３	

第
11
回
配
本

虚
堂
和
尚
語
録	

3
巻

希
叟
和
尚
語
録	

1
巻

蘭
渓
和
尚
語
録	

2
巻

横
川
和
尚
語
録	

2
巻

高
峰
和
尚
語
録	

1
巻

月
江
和
尚
語
録	

2
巻

清
拙
和
尚
語
録	

1
巻

笑
隠
和
尚
語
録	

2
巻

了
庵
和
尚
語
録	

9
巻

第
９
巻	

語
録
４	

第
３
回
配
本

平
石
和
尚
語
録	
1
巻

愚
庵（
智
及
）和
尚
語
録	
2
巻

天
目
中
峯
和
尚
広
録	
30
巻

天
目
中
峯
語	

1
巻

因
師
集
賢
語
録	

15
巻

第
10
巻	

詩
文
・
尺
牘	

第
４
回
配
本

鐔
津
文
集	

20
巻

雪
峯
空
和
尚
外
集	

1
巻

北
礀
文
集	

10
巻

北
礀
外
集	

1
巻

北
礀
詩
集	

9
巻

蒲
室
集	

20
巻



景
徳
伝
燈
録　

第
一
冊
（
一
一
ウ･

一
二
オ･

一
二
ウ
・
一
三
オ
）

1
0

本文見本（実際より約90％に縮小しています）


